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� 売上高： 対予想比 0.2%超過達成

� 営業匏益： 同 100.0%未達

� 経常匏益： 同 44.3%未達

� 親会社株主に帰属する四半期ෞ匏益： 同 70.5％未達

2017ফ3月期 第2四半期実績（ྸ計）（16-5-13付 対予想比）
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(百万円)

予想 構成比 実績 構成比 増減額 増減厾

売上高 4,219 100.0% 4,226 100.0% 7 0.2%

介護事業 3,150 74.7% 3,136 74.2% △ 14 -0.5%

エンゼルケア事業 791 18.8% 790 18.7% 0 -0.1%

フォーライフ事業 277 6.6% 299 7.1% 22 8.2%

営業匏益 115 2.7% 0 0.0% △ 115 -100.0%

経ଞ匏益 113 2.7% 63 1.5% △ 50 -44.3%

஡会社卯主にషരする஛博期純匏益 64 1.5% 19 0.5% △ 45 -70.5%

17/3月期 2Q (連結) 17/3月期 2Q（連結） 対予想比（5/13付）

※ 2016年年年年10月月月月21日に「日に「日に「日に「平成平成平成平成29年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想の修正に関するお知らせ年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想の修正に関するお知らせ年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想の修正に関するお知らせ年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想の修正に関するお知らせ」を」を」を」を
リリースリリースリリースリリースしてしてしてしており、その予想数値と実績おり、その予想数値と実績おり、その予想数値と実績おり、その予想数値と実績ととととの差異はございません。の差異はございません。の差異はございません。の差異はございません。



2017ফ3月期 第2四半期実績（ྸ計）決算サマリ（対前期比）

� 売上高： 対前期比 3.3%増収

� 営業匏益： 同 100.0%減益

� 経常匏益： 同 39.4%減益

� 親会社株主に帰属する四半期ෞ匏益： 同 68.4%減益
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(百万円)

実績 構成比 実績 構成比 増減額 増減厾

売上高 4,093 100.0% 4,226 100.0% 133 3.3%

売上総匏益 503 12.3% 466 11.0% △ 37 -7.4%

捅売費及び一ಹ拻৶費 404 9.9% 466 11.0% 62 15.4%

営業匏益 99 2.4% 0 0.0% △ 99 -100.0%

経ଞ匏益 103 2.5% 63 1.5% △ 40 -39.4%

特別匏益 0 0.0% 0 0.0% 0 -

特別損失 0 0.0% 22 0.5% 22 -

஡会社卯主にషരする஛博期純匏益 60 1.5% 19 0.5% △ 41 -68.4%

16/3月期 2Q（連結） 17/3月期 2Q（連結） 対前期比
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� 介護事業： 対前期比 3.0%増収 8.1%減益

� エンゼルケア事業： 同 0.4%増収 35.5%減益

� フォーライフ事業： 同 14.1%増収 207.1%増益

6

(百万円)

実績
対売上高

比厾
実績

対売上高
比厾

増減額 増減厾

売上高 4,093 100.0% 4,226 100.0% 133 3.3%

 介護事業 3,043 74.4% 3,136 74.2% 92 3.0%

 エンゼルケア事業 787 19.2% 790 18.7% 3 0.4%

 フォーライフ事業 262 6.4% 299 7.1% 37 14.1%

७グメント匏益 417 10.2% 359 8.5% △ 58 -13.9%

介護事業 256 8.4% 235 7.5% △ 20 -8.1%

エンゼルケア事業 172 21.9% 111 14.1% △ 61 -35.5%

フォーライフ事業 △ 11 -4.4% 12 4.1% 23 207.1%

調整額 △ 318 -7.8% △ 359 -8.5% △ 41 -13.0%

営業匏益 99 2.4% 0 0.0% △ 99 -100.0%

対前期比16/3月期 2Q（連結） 17/3月期 2Q（連結）

2017ফ3月期 第2四半期実績（ྸ計）事業別業績概要



2017ফ3月期 第2四半期実績（ྸ計）売上高の増減分析
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すべての事業において、対前期比で増収を達成
特に介護事業（デイサービス）では、加算の増加、日曜営業、
定員増による影響で増収を達成
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2017ফ3月期 第2四半期実績（ྸ計）営業匏益の増減分析

Copyright (c) Care Service CO.,LTD. All rights reserved.

介
護
事
業

売
上
総
利
益*

人
件
費

そ
の
他
経
費

（百万円）

エ
ン
ゼ
ル
ケ
ア
事
業

売
上
総
利
益*

フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
事
業

売
上
総
利
益*

8

*注意： 人件費を揄いた売上総匏益額です

<全体＞
各事業で売上高増のために
人件費を揄いた売上総匏益
は上昇したが、介護事業お
よびエンゼルケア事業で人
件費が増加したために営業
匏益は前期比で減益



2017ফ3月期 第2四半期末 貸借対照表サマリ
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【ご参考】ঽഞ資本比厾の推移

� 16/3月期末 42.3％
� 17/3月期 2Q末 43.5％

(百万円) 対前期末比

実績 構成比 実績 構成比 増減額
及動資産 2,057 71.3% 1,977 70.8% △ 80

現স・౲স 650 22.5% 471 16.9% △ 178
売ෳস 1,268 44.0% 1,305 46.7% 36

固定資産 829 28.7% 815 29.2% △ 13
有形固定資産 316 11.0% 318 11.4% 2
無形固定資産 131 4.5% 111 4.0% △ 20
投資その他の資産 381 13.2% 386 13.8% 4

資産合計 2,887 100.0% 2,793 100.0% △ 93

及動負債 1,060 36.7% 1,098 39.3% 38
挍ෳস 145 5.0% 146 5.2% 1
ಢ期借入স - 0.0% 90 3.2% 90

1ফ以内拮匡予定の
শ期借入স

232 8.0% 218 7.8% △ 13

固定負債 604 20.9% 479 17.2% △ 124
শ期借入স 418 14.5% 312 11.2% △ 106

負債合計 1,665 57.7% 1,578 56.5% △ 86

株主資本 1,223 42.4% 1,218 43.6% △ 5
資本স 205 7.1% 205 7.3% 0
資本๪౟স 138 4.8% 138 4.9% 0
匏益๪౟স 998 34.6% 992 35.5% △ 5
自己株式 △ 117 -4.1% △ 117 -4.2% 0

為替勘定調整勘定 △ 2 -0.1% △ 3 -0.1% △ 1
純資産合計 1,221 42.3% 1,215 43.5% △ 6
負債・純資産合計 2,887 100.0% 2,793 100.0% △ 93

16/3月期末 17/3月期 2Q末



2017ফ3月期 第2四半期（ྸ計）य़কッシগ・フロー計算危サマリ
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(百万円) 16/3月期 17/3月期
2Q（連結） 2Q（連結）

実績 実績 増減額

卮引前四半期ෞ匏益 103 40 △ 63

減価償却費 71 62 △ 8

受取匄卆স - △ 60 △ 60

売上債権の増減額 △ 100 △ 37 63

仕入債務の増減額 9 1 △ 8

その他 △ 24 △ 50 △ 25

営業活動によるキャッシュ・フロー合計 60 △ 42 △ 102

投資活動によるキャッシュ・フロー合計 △ 53 △ 51 2

借入সの増減額 △ 120 △ 30 90

括当সの支掾額 △ 22 △ 24 △ 1

その他 △ 68 △ 28 39

財務活動によるキャッシュ・フロー合計 △ 211 △ 83 128

現স及び現স৊ಉ匵の増減額 △ 204 △ 178 26

現স及び現স৊ಉ匵の期ଜଋ高 387 471 83

対前期比



事業別事業所数・人員数の推移
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� 事業別従業員数の推移

� 事業別事業所数の推移

＜ 17/3月期 2Q 新規出店・統廃合店舗＞
新規出店
� 訪問看護おおた【16/7】
統廃合・移転など
� デイサービスセンター大森の定員を増員し（15名増）、

デイサービスセンター大森勽に移転【16/8】

(人員数)

介護事業 1,000 1,001 1

エンゼルケア事業 203 215 12

フォーライフ事業 65 73 8

合計 1,268 1,289 21

16/3月期
2Q末

17/3月期
2Q末

対前期末比
増減数

（事業所数）

新規
移転
統合

閉店
期末

事業所数
新規

移転
統合

閉店
期末

事業所数
介護事業 2 6 0 83 1 1 0 84 1

デイサービス（通所介護サービス） 1 3 0 53 0 1 0 53 0

訪問入浴サービス 0 2 0 12 0 0 0 12 0

その他サービス 1 1 0 18 1 0 0 19 1

エンゼルケア事業 0 0 0 21 0 0 0 21 0

フォーライフ事業 0 0 0 4 0 0 0 4 0

対前期末比
増減数

16/3月期 17/3月期 2Q末

※事業別事業所数及び事業別従業員数の推移には、
上海ケアサービスの数値は含まれておりません。



� 既存店におけるお客様の増加により、売上高・ご匏用件数ともに増加

� デイサービスにおける日曜営業の開始により、売上高・ご匏用件数ともに増加

介護サービス別売上高とご匏用件数の推移

Copyright (c) Care Service CO.,LTD. All rights reserved. 12

※2016年年年年3月期月期月期月期 2Qより連結決算に移行したより連結決算に移行したより連結決算に移行したより連結決算に移行したためためためため2015年年年年3月期以前は月期以前は月期以前は月期以前は個別決算の数値を利用しています。個別決算の数値を利用しています。個別決算の数値を利用しています。個別決算の数値を利用しています。

14/3月期 15/3月期 16/3月期 17/3月期
（個別）実績 （個別）実績 （連結）実績 （連結）実績

上半期 下半期 通期 上半期 下半期 通期 上半期 下半期 通期 上半期
売上高【百万円】

介護事業 2,684 2,629 5,313 2,838 2,756 5,594 3,043 3,016 6,060 3,136
デイサービス
（通所介護サービス） 1,937 1,905 3,842 2,076 2,020 4,096 2,271 2,280 4,552 2,396

訪問入浴サービス 513 496 1,009 522 494 1,016 506 467 973 473

その他 234 228 462 240 242 482 265 268 534 267
ご匏用卅数
介護事業 264,603 258,556 523,159 273,178 262,575 535,753 279,413 276,709 556,122 284,109

デイサービス
（通所介護サービス） 188,379 185,576 373,955 200,179 194,558 394,737 210,539 210,958 421,497 220,064

訪問入浴サービス 37,256 36,070 73,326 37,203 35,198 72,401 35,084 32,431 67,515 32,222

その他 38,968 36,910 75,878 35,796 32,819 68,615 33,790 33,320 67,110 31,823



デイサービス（通所介護サービス）：売上高とご匏用件数の推移（四半期）
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2017ফ3月期 通期連結業績予想概要
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16/3月期 16/3月期 16/3月期 17/3月期 17/3月期 17/3月期

上期実績
（連結）

下期実績
（連結）

通期実績
（連結）

上期実績
（連結）

下期予想
（連結）

通期予想
（連結）

増減額 増減厾

売上高 （百万円） 4,093 4,205 8,299 4,226 4,354 8,581 282 3.4%

介護事業 （百万円） 3,043 3,016 6,060 3,136 3,175 6,312 251 4.2%

エンゼルケア事業 （百万円） 787 896 1,684 790 895 1,686 2 0.1%

フォーライフ事業 （百万円） 262 292 555 299 283 583 27 5.0%

営業匏益 （百万円） 99 143 242 0 283 283 40 16.8%

経ଞ匏益 （百万円） 103 151 255 63 215 278 22 8.8%

஡会社卯主にషരする当期純匏益 （百万円） 60 86 146 19 139 158 11 8.1%

主要拠点数

介護事業 （拠点） 83 83 83 84 76 76 △ 7 -8.4%

エンゼルケア事業 （拠点） 21 21 21 21 22 22 1 0.0%

フォーライフ事業 （拠点） 4 4 4 4 4 4 0 0.0%

（単位） 対前期比

� エンゼルケア事業・・・エンゼルケア１事業所開設、既存21事業所の༎掴厾向上を推進

� 介護事業
・デイサービス１事業所移転
・デイサービス49事業所の༎掴厾向上を推進。
・デイサービス13事業所で捯開している日曜営業の一ಽの༎掴厾向上を推進
・訪問入浴サービス12事業所の༎掴厾向上を推進
・訪問介護サービス1事業所の༎掴厾向上を推進
・訪問看護１事業所開設
・中国子会社における介護事業本格化

� フォーライフ事業・・・既存施設4事業所の入居厾向上を推進

2017ফ3月期 業績予想サマリ

Copyright (c) Care Service CO.,LTD. All rights reserved.
※ 特定施設入居者生活介護の認可を受けております

※
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※主要拠点数には上海ケアサービスの数値は含まれておりません。
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2017ফ3月期 売上高予想の増減分析
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2017ফ3月期 営業匏益予想の増減分析
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エンゼルケア事業において競争激化による受注単価の引き下げ等の減益
要因はあるものの、介護事業およびフォーライフ事業の伸びにより、増
益を予定。

（百万円）



2017ফ3月期 上半期トピックス
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上半期トピックス①
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中国子会社の訪問入浴事業が介護コンテストにて最優秀賞を受賞

� 上海৘ড়৆ଂ主ಈの介護コンテストにて訪問入浴事業が受賞
⇒2017ফより介護保険制২が開始すると匟われている上海市において、

2016ফ5月にষわれた上海市ষ৆が主ಈする介護॥ンテストで
中国子会社「上海福募護৶സ務有拘公ఘ」(以下、上海ケアサービス）の
訪問入浴事業が最優秀賞を受賞 海勭資本のড়間法人でི一の受賞

介護コンテスト授賞式の様子介護コンテスト授賞式の様子介護コンテスト授賞式の様子介護コンテスト授賞式の様子
（最優秀賞は全部で10組 左から５人目が上海ケアサービススタッフ）



上半期トピックス②

20Copyright (c) Care Service CO.,LTD. All rights reserved.

訪問看護事業の開始

� 介護とୢ௜の連携強化のけん匂叓として、2016ফ7月事業開始
⇒訪問看護、最初の事業所として本社のある東京都大田区の蒲田駅近くに

「訪問看護おおた」を開設

� 地域から求められる訪問看護サービスとして体制卾য়
⇒地域の方々にご匏用いただけるよう、リハビリ、看護、看取りなどの

サービスを提供できる体制を確য়



上半期トピックス③
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デイサービス७ンター大஌から৒員を増ृし大஌勽に移転

� 施勳のഠᄺ化及び匏用ൌ஦の増加によりデイサービス७ンター大஌勽へ移転
⇒デイサービスセンター大森の施設ഠᄺ化およびご匏用ൌ捬の増加により、

定員数25名から15名増やし40名として、2016ফ8月に大森勽へ移転
お客様全員が継続してご匏用

デイサービスセンター大森西デイサービスセンター大森西デイサービスセンター大森西デイサービスセンター大森西外観外観外観外観 拡張した拡張した拡張した拡張したフロアでのレクリエーションの様子フロアでのレクリエーションの様子フロアでのレクリエーションの様子フロアでのレクリエーションの様子



上半期トピックス④
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中国上海においてエンゼルケア事業開始についての契約締結

� 上海でのエンゼルケアサービス提供に向け2016ফ9月に国営葬儀場と契約締結
⇒上海ケアサービスは、エンゼルケアサービス提供のため

上海に15ある国営葬儀場の1つ『上海松江区葬儀場』との契約を締結

� 日本で実務経験を積んだリーダースタッフが高い品質のサービスを提供
⇒日本への೏৾経挧があり、日本指ቄ能な中国人スタッフが

リーダースタッフとして従事する。
すでに当社でのエンゼルケア研修を
修വし、実務経挧も捑んでいるので、
高い品質のエンゼルケアサービスを
提供可能



中期成শ勛റの推進
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中期成শ勛റ
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１．ॻ঑ॼント勛റの推進 ２．既存事業の強化

３．新たな取り組み ４．採用、教育・研修の強化



中期成শ勛റ
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１．ॻ঑ॼント勛റの推進 ２．既存事業の強化

３．新たな取り組み ４．採用、教育・研修の強化



ॻミナント勛റの推進
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次なるன開を勪௙しての匏益卾保と強ಕなॻ঑ॼントエリア஄成

� 事業所の統廃合による合৶化および人員ଦ厒の最ి化の推進
⇒採算性が低い店舗

赤字が継続している店舗

・お客様引継ぎ
・人員の最適化

・10/31付 デイサービスセンター 阿佐ヶ谷南・・・他事業所と統合
デイサービスセンター 両国・・・他事業所と統合
訪問介護 勾᳦谷・・・他事業所と統合

・11/30付 デイサービスセンター 下勾厫・・・他事業所と統合
訪問介護 千束・・・他事業所と統合

⇒統合が挚しい事業所については、事業の捏本的ৄ卟しをষい、
事業所の休止・廃止を実施する

・10/30付 ショートステイ 勽蒲田・・・೬止
・12/30付 デイサービスセンター 小新および居挭支援 小新・・・廃止

匏益を卾保し、強ಕなॻ঑ॼントエリア஄成のための募資とする

他店舗と統合し、廃止

高収益体質な事業所へ



ॻミナント勛റの推進
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※※※※当図の各数値はわかりやすくイメージしやすいものを利用しており、実際の数値とは異なります。当図の各数値はわかりやすくイメージしやすいものを利用しており、実際の数値とは異なります。当図の各数値はわかりやすくイメージしやすいものを利用しており、実際の数値とは異なります。当図の各数値はわかりやすくイメージしやすいものを利用しており、実際の数値とは異なります。



中期成শ勛റ
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１．ॻ঑ॼント勛റの推進 ２．既存事業の強化

３．新たな取り組み ４．採用、教育・研修の強化



� デイサービス७ンター日曜営業について匌঳次計厐の体制構築౥വ
⇒2015ফ６月2016عফ11月 第一次日曜営業計画の体制構築

全13店舗でデイサービスセンター２ڱع店舗に１店舗の割合で日曜営業
今後は、近ๆ店舗と一体となり、༎掴厾向上

� 日曜営業の強みを生かした営業

既存事業の強化
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デイサービス७ンター日曜営業体制の卾য়



既存事業の強化
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エンゼルケアにおける大手互助会・葬儀社との関係強化

� 高い品質のエンゼルケアにご৶卆いただける大手互助会・葬儀社への営業強化
⇒葬儀社がೊয়し、葬儀厄সの価格挐ശにより葬儀の低価格化が進み、

葬儀の品質が低下。ケアサービスでは、高品質で感動いただける
エンゼルケアサービスのご提供にこだわり、賛同いただけるビジネスパー
トナーとの関係を強化。

� 繁忙期に対応可能な人員体制の構築
⇒エンゼルケア事業の繁忙期となる3Ｑ後半、4Qに大手互助会・葬儀社から

の受注が増加しても対応可能な体制を予め構築する

大手互助会・葬儀社の受注に十分対応できる体制を構築し、さら
なる新規獲得を目指す



中期成শ勛റ
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１．ॻ঑ॼント勛റの推進 ２．既存事業の強化

３．新たな取り組み ４．採用、教育・研修の強化



新たな取り組み
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上海ケアサービスによる中国でのエンゼルケア事業の開始

� 上海松江区葬儀場にて11/10よりエンゼルケアサービスを提供開始
⇒既にエンゼルケア事業の開始について契約締結している中国の国営葬儀場で

ある上海松江区葬儀場内にエンゼルケアサービスのご提供のみを目的とする
湯灌掂を設厒し、上海ケアサービスが掭属でサービス提供をষう

� 上海松江区殯儀舘での実績をもとに次の国営葬儀場への営業を推進
⇒国営葬儀場でのエンゼルケア実績が上がることにより、次の営業がスムーズ

にষえる。拱期のエンゼルケアサービス提供拠点の拡ౄを目匦す

上海松江区上海松江区上海松江区上海松江区殯殯殯殯儀儀儀儀舘舘舘舘内内内内
上海ケアサービス湯灌室上海ケアサービス湯灌室上海ケアサービス湯灌室上海ケアサービス湯灌室内観内観内観内観



中期成শ勛റ
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１．ॻ঑ॼント勛റの推進 ２．既存事業の強化

３．新たな取り組み ４．採用、教育・研修の強化



採用、教育・研修の強化
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退職防止策の強化

� 人事総務部と人材育成部の連携により新入社員（新卒・中途）のフォロー実施
⇒人材施策の１つとして、人事総務部と人材育成部が連携し、下記施策を実施

・新卒新入社員へのフォローアップ研修
（入社３か月後、入社半ফ後、１ফ次、２ফ次、３ফ次）

・中途新入社員への定期的なヒアリング及びフォローアップ研修
・拻৶厯研修
・挖厯者および事業所শへのヒアリング

2016ফ３月期
２Q（ྸ計）

退職者数

2017ফ３月期
２Q（ྸ計）

退職者数
前ফ৊期比 減少厾

１７５名 １２２名 -５３名 ３０．３％

匌２஛博期（ྸ計）の退職者数の比ຎ

※退職者数は、パート従業員も含む。

退職者数が劇的に減少 ⇒ 継続的な研修・ヒアリングの徹底



ご清聴ありがとうございました。
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参考資厄①
高齢者人口と介護保険法改正の推移

36



� 2015ফ以ఋ、高齢人口が大きく拡大し、2040ফ時点では、65歳以上の高齢者比厾が
35%を超える模様

高齢者人口の推移

団塊世代に介護人口が拡大する2015ফ前後から、介護業者が৭උされる時代に入り、
競争が激化すると想定

当社のৄ方
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100,000

120,000

140,000

2010 2015 2020（予） 2030（予） 2040（予） 2050（予） 2060（予）

(千人)
ফ齢区分別ల勵人口推計

64歳以下 65歳以上 65歳以上（高齢者）比厾

資厄：2010ফは総務匚「国厕調匀」、2015ফは総務匚「人口推計（平成27ফ国厕調匀人口速報厦計による人口を基準とした平成27ফ10月1日現在確定値）」、

2020 ফ以ఋは国য়社会保揃・人口問匑研捨所「日本のల勵推計人口（平成24ফ1 月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果

（注）2010ফの総数はফ齢勘ถを含む。



� 75歳以上高齢者の全人口に占める割合は増加し、2055ফには25％を超えるৄ匸み

� 65歳以上高齢者のうち、認知症高齢者が増加

� 世帯主が65歳以上の世帯のうち、単独世帯や夫婦のみの世帯が増加

日本の高齢化の状況（人口動態・世帯動向）
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出所：公益社団法人 全国ഠ人福祉施設匞৮会
Ｈ23ফ5月18日掲載 国拋卦通匚 「サービス付高齢者向け住挭整備事業の൳厦開始について」に係る参考資厄
掖生排掴匚ഠ掕拈高齢者支援挜作成「介護保険制২改正の動向について」より掽ხ

2008ফ 2015ফ 2025ফ 2055ফ
75歳以上高齢者の割合 10.4% 13.1% 18.2% 26.5%
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（万人） 認知症高齢者数の推移（括弧内は65歳以上人口対比）

日常生活自য়২Ⅱ以上 日常生活自য়২Ⅲ以上

（3.4%）

（7.6%）

（4.1%）

（6.3%）
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（万人）
高齢者世帯の推計（括弧内はうち、単独世帯及び夫婦のみ世帯の割合）

世帯主が65歳以上 単独世帯及び夫婦のみ世帯

（64.4%）

（62.8%）

（66.6%）



� 高齢化の進捯、介護保険制২の࿠්に伴い、要介護認定者数も中শ期的に拡大

� 一方で、受給者負担増の傾向により、要介護2以下が介護保険対拺勭になるৄ通し

要介護認定者数の推移
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01/3月期 02/3月期 03/3月期 04/3月期 05/3月期 06/3月期 07/3月期 08/3月期 09/3月期 10/3月期 11/3月期 12/3月期 13/3月期 14/3月期

要介護5 34 38 41 45 46 46 49 50 51 56 59 61 61 61

要介護4 36 39 42 47 49 52 54 57 59 63 64 66 69 71

要介護3 35 39 43 49 52 55 64 71 74 71 70 72 74 77

要介護2 48 56 64 60 61 64 75 80 82 85 90 95 99 103

要介護1 70 87 106 124 133 142 90 77 78 85 91 97 105 111

要支援+経過的要介護 32 39 50 59 67 72 109 118 123 125 133 140 153 162

0

100

200

300

400

500

600

700

（単位： 万人） 要介護（要支援）認定者数の推移

要介護5

要介護4

要介護3

要介護2

要介護1

要支援+経過的要介護

出所：平成25ফ২ 介護保険事業状況報告



� 高齢化に伴い、匤要২を増す挨探連携の居挭サービス、地域密着サービス

サービス受給者数の推移
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サービス受給者数の推移
施設サービス 地域密着サービス 居挭サービス

出所：平成25ফ২ 介護保険事業状況報告



32,427 
41,143 

46,576 50,990 55,594 57,943 58,743 61,600 64,185 68,721 72,536 76,298 
81,283 85,121 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000
（単位： 億円）

給付費の推移

出所：平成25ফ২ 介護保険事業状況報告を基に作成

� 給付費拡大に伴い、改定に際し介護報酬の引き下げが進む

給付費と介護報酬引き下げの推移
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2002ফ4月
介護報酬

初のマイナス改定
-1.3％

2003ফ4月
介護報酬改定

-2.3％

2006ফ4月
介護報酬改定

-0.5％
（実質-2.4%)

2012ফ4月
介護報酬改定

+1.2％
（実質-0.8%)



サービス種類別・地域区分別の1単位の単価
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サービス種類 ※
2015ফ২改正による単価 （単位：円）

●探養拻৶ ●福祉用具
●訪問介護 ●訪問入浴 ●夜間対応型
●ケアマネジメント ●介護予防支援
●訪問看護 ●定期巡回・随時対応型
●訪問リハビリテーション ●デイケア
●ショートステイ ●認知症デイサービス
●小規模多機能 ●複合型サービス
●デイサービス ●特定施設
●グループホーム ●地域密着特定施設
●地域密着特養 ●特別養護ഠ人ホーム
●ഠ人保掕施設 ●介護探養挶෫
●ಢ期入所探養介護
※ サービス種類については、介護予防サービスのある居挭サービス及び地域密着型サービスは介護予防サービスを含む。
出所：ডムネット 介護保険事務処৶システム厭ಌに係る参考資厄を基に作成

6級地

11.40

1級地 2級地 3級地 4級地 5級地

11.12 11.05 10.84

10.72 10.68 10.54 10.45 10.27 10.14

7級地 その他

10

10.21

10
11.10 10.88 10.83 10.66 10.55 10.33 10.17

10.90

10.70 10.42



� 首都圏をはじめとする都市部における急速な高齢化（65歳以上人口）の進ষ

� 他地域に先駆けて
高齢化が先ষする東京23区

日本の高齢化の状況（地域動向）
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出所： 東京都を除き、公益社団法人 全国老人福祉施設協議会
Ｈ23年5月18日掲載 国土交通省 「サービス付高齢者向け住宅整備事業の募集開始について」に係る参考資料
厚生労働省老健局高齢者支援課作成「介護保険制度改正の動向について」より抜粋
東京都データについては、東京都発行の冊子【人口動向から見た【2020年の東京」】より抜粋 東京23区内 高齢者人口分布

້౦：65歳以上の要介護者数が多く、
かつ25歳69ع歳人口が多い地域

出所：Terra Mapで作成

都市部における高齢化人口 東京都 埼玉県 収୴県 卡ఱ勜県 秋田県 山形県 ಧు勹県 （万人）

2005ফ時点での高齢者人口 230 116 106 149 31 31 44

2015ফ時点での高齢者人口 306 179 160 218 34 34 48

増加厾 33% 55% 50% 47% 11% 10% 10%



地域における高齢者のঽয়した生活を目的に、ୢ௜、介護、予防、卫まい、生活支援サービス
が卲れ目なऎ提供される「地域包括ケアシステム」実現に向けた取り組みの推進

� 挨探と介護の連携の強化等

� 介護人材の確保とサービスの質の向上

� 高齢者の住まいの整備等

� 認知症対策の推進

� 保険者による
主体的な取り組みの推進

� 保険厄上昇の೹匄

介護保険法改正の方向性
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出所： 掖生排掴匚ഠ掕拈「介護保険制২改革関連法匽 ٕ参考資厄ٕ」をもとに、当社にて作成

要支援者 要介護者

要支援1 要支援2 要介護2

要介護1

要介護3 要介護4 要介護5

予防給付 介護給付

現ষ区分： 要支援 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

保険給付と要介護状態区分のイメージ

• 要支援者は予防給付、要介護
者は介護給付とする

• 給付の捓厾化の掺点から、
要支援者に対する予防給付に
ついては、支給拘২額、報酬
単価のৄ卟しをষう



参考資厄②
ケアサービスの状況

45



� 1970ফ ๻たきりഠ人などのഘ団の拔෼࿺ᄩをষう๻具࿺ᄩ事業で創業

� 1983ফ 高齢者福祉のための介護サービスを目的とした介護部門を創設

� 1990ফ 葬儀におけるエンゼルケアサービスを始動

� 1991ফ 訪問介護サービス、訪問入浴サービスのための株式会社ケアサービス設য়

� 1992ফ以ఋ、大田区をຜ卲りに首都圏を中升に、居挭介護支援事業所、デイサービスセンター、

サービス付き高齢者向け住挭（フォーライフ）、ショートステイなどを開設

� 2015ফ 中国上海市にて介護事業をষう౥全子会社『上海福募護৶സ務有拘公ఘ』を設য়

� 2016ফ 訪問看護を開始し、挨探と介護の連携を強化

当社の売上高推移と主な沿革
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介護からエンゼルケアまでの一貫したサービスの強み
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介護の到達点
ع厤動の൒য়ちع
「湯灌サービス」

「お化粧サービス」

心豊かな人生を （介護事業）

居挭支援(介護の相談窓口)

デイサービス(通常/認知症)

訪問介護

サービス付き高齢者向け住挭（フォーライフ）

介護事業、エンゼルケア事業の双方を持つ当社の強みを活かした新規事業への取組み

൒য়ち৏の支援
عଋされたご匝ఔにع
「遺品整৶サービス」
「遺品供養サービス」

「ハウスクリーン
サービス」

生前準備支援
•生活支援サポート
(クリーンサービス・介護用具貸拜・ৄ捿りサービス等)

•エンディングノート(元気なうちから準備)
•エンディングセミナー
（ケアマネジকー、介護・挨探従事者向け）
•葬儀相談(自分の求める形での葬儀)

जして厤動の൒য়ち（エンゼルケア事業）

「心豊かな人生を」「जして厤動の൒য়ち」の৘場をつなए事業ঔデルを構築

訪問入浴

配食（安全な食事）

訪問看護 （看取り）⇒2016ফ7月開始



介護福祉士数の推移

Copyright (c) Care Service CO.,LTD. All rights reserved. 48

51
81

115
139

159

198

273

333

0

50

100

150

200

250

300

350

13/3月期末 14/3月期末 15/3月期末 16/3月期末

（人）
ＤＳ介護福祉士数 全社介護福祉士数

� 教育・研修の強化により、着実に介護福祉士数が増加



� 市場環境の前提
� 社会の高齢化は引き続き進むものの、新規事業者の参入等により、競争はさらに激化

� 3ফに1২の介護報酬改定については、今後とも報酬抑制の傾向が継続

2017ফ３月期策定 中期経営計画（16-5-20付）定挪目ఏサマリ
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【ご参考】                     
（単位）

売上高 （百万円） 8,299 8,581 8,978 9,136

介護事業 （百万円） 6,060 6,312 6,615 6,707

エンゼルケア事業 （百万円） 1,684 1,686 1,756 1,827
フォーライフ事業 （百万円） 555 583 606 600

営業匏益 （百万円） 242 283 310 274

経ଞ匏益 （百万円） 255 278 304 269

当期純匏益 （百万円） 146 158 176 156

主要拠点数

デイサービス （拠点） 53 49 49 49

エンゼルケア （拠点） 20 21 22 23

フォーライフ※ （拠点） 4 4 4 4

※ 特定施設入居者生活介護の認可を受けております

16/3月期
実績

17/3月期
予想

18/3月期
計画

19/3月期
計画



本資厄のいかなる情報も、弊社株式購入や売却などを勧誘するものではありません。

本資厄に記載されている業績予想及びల勵の予೾等に関する記掃は、資厄作成時点で
の 入手された情報に基づき弊社で判断した予想であり、ཎ在的なリスクや勘確実性
が含まれております。

従いまして、実際の業績は様々な要因により、これらの業績予想とは౮なることが
ありますことをご承知おき下さい。

万が一この情報に基づいて被ったいかなる損害についても、弊社および情報提供者は
一卲掅厃を負いませんのでご承知おき下さい。

注意事項
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お問い合わせ先

株式会社ケアサービス 経営企画部
TEL 03-5753-1170
E-mail ir@ care.co.jp 
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